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挨拶

環境経営方針

この度は、若清テクノ株式会社の環境経営活動レポートを御覧頂きありがとうございます。近年、

地球の温暖化、オゾン層の破壊、化石燃料の枯渇や砂漠化など、地球環境の問題がクローズアップ

されております。

SDGｓにつきましては、企業の取組状況の見える化・診断の結果が還元され、取組状況が「プラチ

ナSDGｓ」ランクの評価を頂き、宣言書を作成致しました。これからも持続可能なよりよい世界を

実現するため一層の力を入れていきます。

弊社は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的とし企業活動にまい進して参りました。地域社

会に於ける環境改善や、尊敬される企業を目指すには更なる努力と改善が必要と考えております。

弊社は次世代へ、より美しい環境を引き継ぐ努力を惜しまず、全社員一丸となりエコアクション21

に取り組んで参ります。

　　  　　若清テクノ株式会社は、地球環境の実態を踏まえ環境マネジメントの

　   　　大切さを重んじ、企業活動のあらゆる面で環境保全に配慮して行動し、

　 　　　若清テクノ株式会社は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的とする

        　 事業活動において、以下の指針に基づき継続的に環境管理を行います。

　　　1.　 省エネ活動を推進し、CO2排出を削減し、地球温暖化防止に努めます。

　　　2.　廃棄物の削減及び３R（Ｒeduce、Ｒeuse、Ｒecycle）の活動を推進します。

　　　4.　環境に配慮したグリーン購入を推進します。

　　　5.　環境に関する法規制・条例等を遵守し、汚染の防止に努めます。

　　　6.　収集運搬車両等の省エネに取り組みます。

　　　7.　社内に環境方針を掲示し、全従業員に周知徹底を図ります。

　　環 境 経 営 方 針

　　基　本　理　念

　　　　地域社会の発展に貢献します。

代表取締役社長　遠藤和浩

令和5年5月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　若 清 テ ク ノ 株 式 会 社

　　行　動　指　針

　　　3.　水資源有効利用のため、節水に取り組みます。
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    (１)　事業所及び代表者

若清テクノ株式会社

代表取締役社長　遠藤　和浩

本社 〒989-5502　　宮城県栗原若柳字川南子々松166番地

TEL（フリーダイヤル）:0120-5355-09 FAX:0228-32-2447

〒989-5504　　宮城県栗原若柳字上畑岡獅子ヶ鼻115番217

TEL（フリーダイヤル）:0120-2381-33 FAX:0228-33-2369

大崎営業所 〒898-6101     宮城県大崎市古川福浦三丁目9番地33

TEL:0229-25-9531 FAX:0229-25-9532

    (３)　環境経営管理責任者及び担当者連絡先

　　　　　環境経営管理責任者　　　代表取締役社長　　遠藤　和浩

　　　　　エコアクション21事務局　　　　　　　　　　　 齋藤　健寿　　　

　　　　　　　　連絡先　　　　　　　TEL : 0228-32-5355

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：0228-32-2447

    　　　　                                    E-mail : k-saitoh@wakasei.co.jp

　　(４)　事業活動内容

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄処分業（中間処理）、ビル総合管理業

水処理施設保守管理業、浄化槽保守点検業・清掃業

一般貨物運送業

　　(５)　会社規模

昭和54年　4月（1979年）

1,200万円

40,898万円 　　（2022年度）

77人

1,455 m 2

1,061 m 2

1月1日から12月31日

　　(６)　事業規模　（2022年度実績）

産業廃棄物運搬量 9,785t

産業廃棄物中間処理量 4,503t

一般廃棄物収集運搬量

事業系 1,309t

家庭系 2,616t

浄化槽汚泥 2,764t

　　　資本金

会社概要

    　　　　事業所名

    　　　　代表者名

    (２)　所在地

伊豆沼エコセンター

　　　設　　立

　　　売上高

　　　従業員

延べ床面積

敷地面積

　　　事業年度
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1979 S.54 4月 若柳清掃設立

旧若柳町一般廃棄物収集運搬業務受託

1981 S.56 2月 若柳清掃有限会社に組織変更

6月 産業廃棄物処理業業務開始（宮城県知事・仙台市長許可）

1983 S.58 2月 建築物清掃業登録（宮城県知事）

6月 産業廃棄物保管積替え許可（宮城県知事）

1985 S.60 8月 建築物空気環境測定業登録（宮城県知事）

1988 S.63 8月 建築物環境衛生一般管理業登録（宮城県知事）

1990 H. 2 1月 建築物飲料水貯水槽清掃業登録（宮城県知事）

3月 地下タンク等定期点検事業者認定((一財)全国危険物協会）

8月 建築物ねずみ・こん虫等防除業登録（宮城県知事）

1998 H.10 6月 一般貨物自動車運送業許可（東北運輸局長）

2003 H.15 6月 医療関連サービスマーク認定（院内清掃）

10月 一般建築業許可「電気・管・土木・消防施設工事」（宮城県知事）

2004 H.16 2月 産業廃棄物収集運搬業許可（岩手県知事）

2月 建築物環境衛生総合管理業登録（宮城県知事）

3月 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可（宮城県知事）

4月 本社社屋建設（会社設立25周年記念事業）

4月 全省庁統一資格所得（役務の提供）

6月 ISO9001 認証所得((一財）日本規格協会)

2005 H.17 4月 一般廃棄物収集運搬業許可（栗原市長）

4月 浄化槽清掃業許可（栗原市長）

4月 浄化槽保守点検業者登録（栗原市長）

6月 一般労働者派遣事業許可（厚生労働省）

6月 指定給水装置工事事業者許可（栗原市長）

6月 若清テクノ有限会社に改名

9月 リサイクル建設予定地購入（11,000㎡）

11月 放置車両確認事務登録（宮城県公安委員会）

2006 H.18 1月 排水設備指定工事店許可（栗原市長）

2007 H.19 1月 若清テクノ株式会社に組織変更

11月 浄化槽工事業者登録（宮城県公安委員会）

11月 産業廃棄物保管積替え施設新築

11月 第二リサイクル施設建設予定地購入（50,000㎡）

12月 古物商許可（宮城県公安委員会）

2009 H.21 3月 下水道処理施設維持管理業者登録

11月 リサイクル施設（産業廃棄物中間処分場）完成

11月 産業廃棄物中間処分場許可（宮城県知事）（無機性汚泥に限る）

11月 リサイクル施設を「伊豆沼エコセンター」と命名

2017 H.29 7月 伊豆沼エコセンター事務所棟新築

2020 R.2 1月 エコアクション21　認証取得(一般財団法人　持続性推進機構)

7月

2021 R.3 12月 宮城県産業廃棄物収集運搬業許可 優良事業者認定

2022 R.4 2月 岩手県産業廃棄物収集運搬業許可 優良事業者認定

6月 宮城県特別管理産業廃棄物収集運搬業許可 優良事業者認定

8月 SDGs宣言書を作成しUP（七十七銀行様の支援を受け）

10月 宮城県グリーン製品認定

12月 宮城県産業廃棄物処分業許可 優良事業者認定

沿 革

エコマーク商品認定証（№131土木製品Ｖｅｒｓｉｏｎ1.19）
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会社組織

取締役 取締役 取締役

総務部

令和5年5月1日現在

取締役会

代表取締役社長 代表取締役会長

大崎営業所 伊豆沼エコセンター 設備管理部 建築物総合管理部

設備部門 浄化槽部門 農集排部門 消防設備部門 施設管理部門

汚泥部門 資源循環部門 清掃部門 事務部門
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実施体制、役割・権限・責任

　　<役割、権限、責任>

　・問題点の発見、是正・予防処置の実践。
エコアクション21

推進委員会

　・環境経営目標の達成状況、環境経営活動計画の実施状況の確認・評価。

　・環境経営活動レポートの内容を把握する。

従業員
　・環境経営方針の理解と取組みの重要性を自覚する。

　・環境経営活動計画に定められた内容の実践行動を行う。

環境管理責任者

　・環境経営システムの構築、実施等への推進を行う。

　・環境経営目標、環境経営活動計画、環境経営経営システム関連文書を経営者の承認を得て作成する。

　・経営者の承認を得て『エコアクション２１推進委員会』を構成し運営する。

　・環境経営目標、環境経営活動計画の推進、進捗確認を行う。

事務局

　・環境経営目標、環境経営活動計画の推進、進捗管理を行う。

　・環境関連システム関連文書の保管、記録の収集管理を行う。

　・環境経営活動レポートの作成、公開。

　・環境経営関連外部コミュニケーションの窓口等を行う。

役　職 役割　･　権限　・　責任

代表者

　・環境経営に関する統括責任を担う。

　・環境経営システムに必要な資源の準備を行う。

　・環境経営方針の策定。

　・経営における課題とチャンスの明確化。

　・実施体制を構築する。

　・全体の評価、見直し・指示継続的改善を行う。

総務部

各従業員 各従業員 各従業員 各従業員 各従業員

建築物総合管理部

総務部

大崎営業所 伊豆沼エコセンター 設備管理部 建築物総合管理部

設備管理部

改訂日：2023/5/1

組織図

代表取締役社長 遠藤和浩 代表取締役会長　千葉節朗

環境管理責任者

エコアクション21事務局

エコアクション21推進委員会

大崎営業所

伊豆沼エコセンター
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２０１９年を基準として、削減目標を設定し取組を実施。

以下に、目標値及び実績を表します。
売上百万円あたりのCO2排出量（原単位）評価を導入しました。

×

環境経営目標

削減（増加） 目標値

440.3ton 3％削減 427.1ton

ｔ-ＣＯ2/百万円 1.191ton 3％削減 1.155ton

電力使用量

26,755kWh 25,952kWh

14.1t-CO2 13.7t-CO2

燃料使用量

燃料CO2小計 426.2t-CO2 413.4t-CO2

軽　油 153.4kℓ 148.8kℓ

（排出係数：2.58） 395.7t-CO2 383.9t-CO2

ガソリン 10.9kℓ 10.5kℓ

（排出係数：2.32） 25.2t-CO2 24.5t-CO2

灯　油 2.0kℓ 2.0kℓ

（排出係数：2.49） 5.0t-CO2 4.9t-CO2

LPG 0.05ton 0.05ton

（排出係数：3） 0.2t-CO2 0.2t-CO2

代替

2品目 継続 １品目以上

1回/年

2台/年

1回/週

3回実施

1回実施

2回/年

※燃料排出係数は温室効果ガス排出量算定方法ガイドラインVer.1.0平成29年度３月環境省を使用しています。

3％削減

3％削減

3％削減

現状維持

2022年目標値

電　力※

3％削減
（排出係数：0.000528）

環境経営目標

2019年度基準

CO2排出量削減

廃棄物削減

1,862kg

産業廃棄物排出量
21.8ton 現状維持及び監視

一般廃棄物排出量
1,920kg 3％削減

低公害車導入 １台以上

清掃作業化学物質の低減 代替維持及び監視

水使用量の削減
308.5m3 1.5％削減 303.9m3

環境保全活動

グリーン購入

環境配慮

環境情報開示 継続

※購入電力の排出係数は、東北電力発表の平成30年度の実排出係数（0.000528t-CO2/kWh）を使用しています。

排水状況の監視 継続

年間活動計画

社員教育

勉強会 1回/年以上

緊急事態対応訓練 1回/年以上

地域貢献

奉仕活動 継続
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　環境経営方針に基づき二酸化炭素削減、廃棄物発生量削減、水使用量削減の環境経営目標を達成するため、
社員一同一丸となり省エネ、廃棄物削減、リサイクル、節水等に取り組んでおります。
取組み内容は以下となります。

環境経営活動計画

・照明は可能な限り部分照明、不在時は消灯。

・昼休み等休憩時間は消灯。

・退社時、プリンターの電源を切る。

・冷暖房機器の設定温度の適正化。（夏：28℃　　冬：20℃）

・照明のLED化推進

・重機、車両の不要なアイドリングストップ。

・急発進、急加速、空ふかし禁止（エコドライブの徹底）。

・廃棄物収集、汚泥運搬車両等の運搬ルートの効率化。

・廃棄物分別徹底。

・量の把握（排出日及び数量記入管理）。

・使用済みコピー紙の裏面利用。

・両面コピーの推進。

・化学物質の使用把握及び使用量低減。

・化学物質の代替。

・節水呼びかけ表示化。

・蛇口水漏れ確認、及び修繕。

　6．グリーン購入 総務部 ・主に事務用品を対象とし購入。

事務局 ・関係者及び地域住民に環境情報開示を行う。

経営者 ・低公害車への切り替え推進。

伊豆沼エコセンター ・排水状況の監視。

・環境方針、実施体制、活動計画など教育実施。

・緊急事態対応訓練の実施。

　9．地域貢献 全社 ・事業所周辺公道等の清掃奉仕作業を行う。

環境保全活動

　7．環境配慮

年間活動計画

　8．社員教育 事務局

化学物質使用量の

低減

　４．化学物質の代替、

使用量低減
建築総合管理部

節水 　5．節水 総務部

二酸化炭素排出量

の削減

　１．電力使用量の削減 総務部

　２．燃料使用量の削減

伊豆沼エコセンター

設備管理部

建築総合管理部

廃棄物排出量削減
　３．廃棄物発生量の削減

（一般廃棄物、産業廃棄物）

総務部

伊豆沼エコセンター

設備管理部

環境経営目標 取　組　項　目 担当部門 活　動　内　容
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2022年度実績は以下となります。

CO2排出削減については、原単位1.155に対して、1.084と達成いたしました。

環境経営目標実績

2019年を基準 1％／年を目標

目標値 実　績

440.3ton 427.1ton 443.3ton

ｔ-ＣＯ2/百万円 1.191ton 1.155ton 1.084ton

電力使用量

26,755kWh 25,952kWh 26,363ｋWｈ

14.1t-CO2 13.7t-CO2 13.9t-CO2

燃料使用量

燃料CO2小計 426.2t-CO2 413.4t-CO2 429.4t-CO2

軽　油（3％削減） 153.4kℓ 148.8kℓ 155.0kℓ

（排出係数：2.58） 395.7t-CO2 383.9t-CO2 399.9t-CO2

ガソリン（3％削減） 10.9kℓ 10.5kℓ 10.0kℓ

（排出係数：2.32） 25.2t-CO2 24.5t-CO2 23.2t-CO2

灯　油（3％削減） 2.0kℓ 2.0kℓ 2.4kℓ

（排出係数：2.49） 5.0t-CO2 4.9t-CO2 6.1t-CO2

LPG（現状維持） 0.1ton 0.1ton 0.1ton

（排出係数：3） 0.2t-CO2 0.2t-CO2 0.2t-CO2

代替 代替維持

2品目 １品目以上 2品目

1回/年 継続実施

2台/年 3台

1回/週 継続実施

3回実施 継続実施

1回実施 継続実施

2回/年 継続実施

※燃料排出係数は温室効果ガス排出量算定方法ガイドラインVer.1.0平成29年度３月環境省を使用しています。

2019年度のCO2排出量も同様の計算をしているため、以前と数値が異なります（係数値を合わせています）。

環境目標
2019年度基準

2022年

CO2排出量削減

電　力
※

（排出係数：0.000528）

19.2ton
（1.5％削減）

廃棄物削減

一般廃棄物排出量
1,920kg 1,862kg 895kg

（3.0％削減）

産業廃棄物排出量
21.8ton 現状維持及び監視

清掃作業化学物質の低減 代替維持

水使用量の削減
308.5m3 303.9m3 615.5m3

（1.5％削減）

環境保全活動

グリーン購入

環境配慮

環境情報開示 継続

低公害車導入 １台以上

排水状況の監視 継続

地域貢献

奉仕活動 継続

※購入電力の排出係数は、東北電力発表の平成30年度の実排出係数（0.000528t-CO2/kWh）を使用しています。

年間活動計画

社員教育

勉強会 継続

緊急事態対応訓練 継続
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環境経営活動の取組み・結果

・照明は可能な限り部分照明、不在時は消灯。 〇

・昼休み等休憩時間は消灯。 〇

・退社時、プリンターの電源を切る。 〇

・冷暖房機器の設定温度の適正化。（夏：28℃　　冬：20℃） 〇

・照明のLED化推進 〇

・重機、車両の不要なアイドリングストップ。 〇

・急発進、急加速、空ふかし禁止（エコドライブの徹底）。 〇

・廃棄物収集、汚泥運搬車両等の運搬ルートの効率化。 〇

・廃棄物分別徹底。 〇

・量の把握（排出日及び数量記入管理）。 〇

・使用済みコピー紙の裏面利用。 〇

・両面コピーの推進。 〇

・化学物質の使用把握及び使用量低減。 〇

・化学物質の代替。 継続

・節水呼びかけ表示化。 〇

・蛇口水漏れ確認、及び修繕。 〇

　6．グリーン購入 総務部 ・主に事務用品を対象とし購入。 〇

事務局 ・関係者及び地域住民に環境情報開示を行う。 〇

経営者 ・低公害車への切り替え推進。 〇

伊豆沼エコセンター ・排水状況の監視。 〇

・環境方針、実施体制、活動計画など教育実施。 〇

・緊急事態対応訓練の実施。 〇

　9．地域貢献 全社 ・事業所周辺公道等の清掃奉仕作業を行う。 〇

評価取　組　項　目 担当部門

節水 　5．節水 総務部

活　動　内　容環境経営目標

廃棄物排出量削減
　３．廃棄物発生量の削減

（一般廃棄物、産業廃棄物）

総務部

伊豆沼エコセンター

設備管理部

化学物質使用量の

低減

　４．化学物質の代替、

使用量低減
建築総合管理部

二酸化炭素排出量

の削減

　２．燃料使用量の削減

　１．電力使用量の削減 総務部

伊豆沼エコセンター

設備管理部

建築総合管理部

年間活動計画

　8．社員教育 事務局

環境保全活動

　7．環境配慮

節水推進

節電推進

事務室照明LED化
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環境活動の取組結果評価及び今後の取組み

2019年 2020年 2021年 2022年

売上（百万円） 369.75 348.87 406.35 408.88

CO2排出量（ｔ） 440.28 411.61 453.96 443.30

全体のCO2排出量削減目標は未達でした。要因としては売上げ増に伴う燃料消費量増です。下記

に2019年を基準とした動きを表します。

二酸化炭素の削減 電力

照明は可能な限り部分照明、不在時は消灯。

昼休み等休憩時間は消灯。

退社時、プリンターの電源を切る

空調温度の適正化（冷房28℃ 暖房20℃）    

二酸化炭素の削減 燃料

重機、車両の不要なアイドリングストップ。

急発進、急加速、空ふかし禁止（エコドライブ）

廃棄物収集、汚泥運搬車両等の運搬ルートの効率化

空調温度の適正化（暖房20℃）・・・ストーブ

一般廃棄物の削減

廃棄物分別徹底。

量の把握（排出日及び数量記入管理）

使用済みコピー紙の裏面利用

両面コピーの推進

産業廃棄物の削減

廃棄物分別徹底。

化学物質の低減

PRTRの基づく取組み。

グリーン購入

事務用品グリーン購入。

環境配慮

関係者及び地域住民に環境情報開示。

低公害車への切り替え推進理）

排水状況の監視。（浄化槽、油水分離槽の適正管理）

掲示板、ホームページ、レポートによ

る公開

低公害車の導入。

事務用品の     購入を継続

達成状況

◎

◎

◎

〇

△

◎

◎

◎

◎

◎

〇

〇

〇

〇

節水

節水呼びかけ表示化、蛇口水漏れ確認

◎

◎

◎

◎

◎

埋設管の漏水での未達。節水は継続

有害成分を考慮の上、製品の選択

業務遂行に伴う産廃把握。現状維持及

び監視。

継

続

一人一人の意識付けにより分別やコ

ピー用紙の両面使用、裏面の再利用等

により削減効果。今後も継続して実施。

本年度では売上増に伴い、燃料増と

なり目標未達であった。が、売上当

り効果（原単位）は達成されている。

今後も原単位及び、全体量の把握を

実施。

取組内容は、今後も         を取

り継続のこと。

評 価（結果と今後の取組内容）取り組み計画

2019年 2020年 2021年 2022年

売上（百万円） 369.75 348.87 406.35 408.99

CO2排出量（ｔ） 440.28 411.61 453.96 443.30
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売上（百万円） 369.75 348.87 406.35 408.88

2019年 2020年 2021年 2022年

目標 1.191 1.179 1.167 1.155

実績 1.191 1.180 1.117 1.084

99.9% 104.5% 106.5%

温室効果ガス排出量ｔ-ＣＯ2/百万円

温室効果ガス排出量ｔ-ＣＯ2/百万円達成率

環境目標

2019年を基準、1％／年削減

原単位評価
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導入車両

環境活動の状況 本社側道清掃 夏場のグリーンカーテン

緊急事態訓練
取引先である(有)築館クリーンセンター様との合同訓練
塵芥車緊急対応訓練

伊豆沼エコセンター　消火及び避難訓練

緊急事態対応AED訓練 汚泥汲取り安全柵設置

環境経営活動状況
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2023年度は以下の目標を設定致しました。
2019年度基準で4％削減を目指します。

次年度環境経営目標・取組内容

削減（増加） 目標値

440.3ton 4％削減 422.7ton

ｔ-ＣＯ2/百万円 1.191ton 4％削減 1.143ton

電力使用量

26,755kWh 25,685kWh

14.1t-CO2 13.6t-CO2

燃料使用量

燃料CO2小計 426.2t-CO2 409.1t-CO2

軽　油 153.4kℓ 147.3kℓ

（排出係数：2.58） 395.7t-CO2 379.9t-CO2

ガソリン 10.9kℓ 10.4kℓ

（排出係数：2.32） 25.2t-CO2 24.2t-CO2

灯　油 2.0kℓ 1.9kℓ

（排出係数：2.49） 5.0t-CO2 4.8t-CO2

LPG 0.05ton 0.05ton

（排出係数：3） 0.2t-CO2 0.2t-CO2

代替

2品目 継続 １品目以上

1回/年

2台/年

1回/週

3回実施

1回実施

2回/年

※燃料排出係数は温室効果ガス排出量算定方法ガイドラインVer.1.0平成29年度３月環境省を使用しています。

4％削減

4％削減

4％削減

現状維持

電　力※

4％削減
（排出係数：0.000528）

環境経営目標

2019年度基準

CO2排出量削減

2023年

廃棄物削減

1,843kg

産業廃棄物排出量
21.8ton 現状維持及び監視

一般廃棄物排出量
1,920kg 4％削減

低公害車導入 １台以上

清掃作業化学物質の低減 代替維持及び監視

水使用量の削減
308.5m3 2％削減 302.3m3

環境保全活動

グリーン購入

環境配慮

環境情報開示 継続

※購入電力の排出係数は、東北電力発表の平成30年度の実排出係数（0.000528t-CO2/kWh）を使用しています。

排水状況の監視 継続

年間活動計画

社員教育

勉強会 1回/年以上

緊急事態対応訓練 1回/年以上

地域貢献

奉仕活動 継続
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2019年度を基準５ヵ年計画としてに目標設定をしています。

今回より、売上百万円あたりのCO2排出量（原単位）評価を導入しました。

CO2排出量に関しては売上増減に伴う変動も確認していきます。

環境経営目標（短期・中長期）

2019年度基準 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（2019年比1.0％削減） （2019年比2％削減） （2019年比3％削減） （2019年比4％削減） （2019年比5％削減）

440.3ton 435.9ton 431.5ton 427.1ton 422.7ton 418.3ton

ｔ-ＣＯ2/百万円 1.191ton 1.179ton 1.167ton 1.155ton 1.143ton 1.131ton

電力使用量（基準年比1.0％削減）

26,755kWh 26,487kWh 26,220kWh 25,952kWh 25,685kWh 25,417kWh

14.1t-CO2 14.0t-CO2 13.8t-CO2 13.7t-CO2 13.6t-CO2 13.4t-CO2

燃料使用量（基準年比1.0％削減）

燃料CO2小計 426.2t-CO2 421.9t-CO2 417.6t-CO2 413.4t-CO2 409.1t-CO2 404.8t-CO2

軽　油 153.4kℓ 151.9kℓ 150.3kℓ 148.8kℓ 147.3kℓ 145.7kℓ

（排出係数：2.58） 395.7t-CO2 391.8t-CO2 387.8t-CO2 383.9t-CO2 379.9t-CO2 376.0t-CO2

ガソリン 10.9kℓ 10.8kℓ 10.7kℓ 10.5kℓ 10.4kℓ 10.3kℓ

（排出係数：2.32） 25.2t-CO2 25.0t-CO2 24.7t-CO2 24.5t-CO2 24.2t-CO2 24.0t-CO2

灯　油 2.0kℓ 2.0kℓ 2.0kℓ 2.0kℓ 1.9kℓ 1.9kℓ

（排出係数：2.49） 5.0t-CO2 5.0t-CO2 4.9t-CO2 4.9t-CO2 4.8t-CO2 4.8t-CO2

LPG 0.05ton 0.05ton 0.05ton 0.05ton 0.05kℓ 0.05ton

（排出係数：3） 0.2t-CO2 0.2t-CO2 0.2t-CO2 0.2t-CO2 0.2t-CO2 0.2t-CO2

21.8ton 21.7ton 21.6ton

2品目 2品目 1品目 1品目 1品目 1品目

1回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年

2台 1台 1台 1台 1台 1台

1回/週 1回/週 1回/週 1回/週 1回/週 1回/週

3回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年

1回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年 1回/年

2回/年 2回/年 2回/年 2回/年 2回/年 2回/年

※1　購入電力の排出係数は、東北電力発表の平成30年度の実排出係数（0.000528t-CO2/kWh）を使用しています。

※2　燃料排出係数は温室効果ガス排出量算定方法ガイドラインVer.1.0平成29年度３月環境省を使用しています。

奉仕活動

環境保全活動

グリーン購入

環境配慮

環境情報開示

年間活動計画

社員教育

勉強会

緊急事態対応訓練

地域貢献

1,843kg

302.3m3

1,824kg

300.8m3

※3 現状維持及び監視

303.9m3
（基準年比0.5％削減）

低公害車導入

排水状況の監視

産業廃棄物排出量

現状維持及び監視

水使用量の削減

廃棄物削減

※3　自社産廃排出数量について詳細調査したところ、水質維持管理上でのグリストラップ等の定期な汚泥搬出によるものでした。水質
管理上必要なため、今後については、現状維持管理、監視ということで進めることにします。

環境目標

CO2排出量削減

電　力
※

（排出係数：0.000528）

一般廃棄物排出量
1,920kg 1,901kg 1,882kg 1,862kg

（基準年比1.0％削減）

308.5m3 307.0m3 305.4m3
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騒音規制法

環境経営関連法規等の遵守状況の確認と評価

　　当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りです。
廃棄物処理法
浄化槽法
消防法

　高機能再生土（ユニソイル）については、2022年に宮城県グリーン製品認定を受けております。エコ
マーク商品認定（2020年）とのシナジー効果により2023年度は増産に向け、今後も環境に配慮した製品
作りを邁進致します。

振動規制法
自動車リサイクル法
家電リサイクル法
水質汚濁防止法
建設ﾘｻｲｸﾙ法
土壌汚染対策法

　遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありません。尚、関係当局より違反等の指摘は
ありません。（伊豆沼エコセンターは工場連結での面積増に伴い火報設置を致しました。）

代表者による全体評価と見直しの結果
　2022年度は売上増に伴い全体のCO2削減量は目標未達成となりました。但し、原単位評価すると、
2019年にたいして9％以上の削減をしており、年度目標値（3％）に対して達成されています。

　今後も、エコ運転、運搬ルートの効率化、低燃費、低公害の車両・重機の計画的導入をおこない、炭酸
ガス排出量削減を継続を推進します。

　産業廃棄物排出量については、産廃の運送及び中間処理業が主であり、自社からの排出は水質管
理での定期的な汚泥排出となるため、現状維持及び監視を致します。
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産業廃棄物中間処理場～造粒固化について
産業廃棄物中間処理は伊豆沼エコセンターで行っております。以下に概要を示します。

取引先・加入団体

中間処理方法・処理工程・施設紹介

造粒固化機 伊豆沼エコセンター

処理施設

駐車場

　資材置場 　洗車場

産廃積載保管庫

完成品置場

伊豆沼エコセンター概略図
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■造粒固化フロー図

エコマーク取得

宮城県グリーン製品認定

1.

遊離水 土粒子

無機性汚泥 特殊セメント系固化材

セメント系固化材

+
水溶性ポリマー

遊離水

セメント系固化材

水溶性ポリマー

2.

3.攪拌・造粒
4.

5.
6.伊豆沼リ・ソイルの完成

無機性汚泥に

特殊セメント系固化材を添加

ポリマーが水に溶け、土粒子・

セメント系固化材に吸着し凝縮

エトリンガイドの

生成等による初期強度の発現

ポゾラン反応による

長期強度の発現

◆処理能力

造粒固化能力 132ｔ／日（8時間）

処理前保管能力 538㎥
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産業廃棄物収集運搬量

 産業廃棄物中間処理

受託した産業廃棄物処理量

単位 収集運搬量

t 902.83

t 65.82

建設混合廃棄物 t 12.58

汚泥 t 7,369.06

管理型混合廃棄物 t 0.52

金属くず t 8.97

t 0.00

t 217.57

t 26.26

t 6.90

繊維くず t 0.86

動植物性残さ t 67.51

廃ｱﾙｶﾘ 0.00

廃ﾌﾟﾗ t 852.69

廃油 t 74.58

t 178.83

t

t 9,784.98

廃棄物の種類

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

石綿含有産業廃棄物

ガラコン

がれき類

混合廃棄物

紙くず

木くず

合計

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

汚泥 造粒固化 t 4,502.78

t

t

t

汚泥 高機能再生土 t 4,502.78

t

t

t

t 4,502.78

t 4,502.78

中間処理

小計

う

ち

再

資

源

化

等

合計
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一般廃棄物収集運搬量

再生資源の回収・収集運搬量

受託した一般廃棄物収集運搬量

単位 収集運搬量

事業系 ｋｇ 936,410

ｋｇ 3,940

ｋｇ 20,160

ｋｇ 22,553

ｋｇ 321,660

ｋｇ 4,119

ｋｇ 0

ｋｇ

t 1,309

家庭系 ｋｇ 2,214,760

ｋｇ 144,370

ｋｇ 7,940

ｋｇ 13,740

ｋｇ 40,730

ｋｇ 26,240

ｋｇ 24,890

ｋｇ 621

ｋｇ 19,790

ｋｇ 61,650

ｋｇ 6,840

ｋｇ 10,070

ｋｇ 44,430

t 2,616

し尿・汚泥 t 2,764

合計

不燃ごみ

資源ごみ（スチール缶）

資源ごみ（プラスチック製容器包装）

その他：

その他：

資源ごみ（アルミ缶）

資源ごみ（新聞紙）

資源ごみ（ダンボール）

資源ごみ（本・雑誌）

資源ごみ（紙パック）

資源ごみ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）

資源ごみ（その他ビン）

資源ごみ（生きビン）

資源ごみ（紙製容器包装）

資源ごみ（ビン類）

その他：

合計

可燃ごみ

資源ごみ（古紙）

資源ごみ（廃棄製品）

廃棄物の種類

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ（金属）

粗大ごみ

単位

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

廃棄製品 4,119

その他：ビン類 0

その他：

回収・収集等運搬量

金属 22,553

古紙 321,660

再生資源の種類
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登録・認定・許可業種一覧

積替え保管（保管面積92㎡）

保管上限：汚泥7㎥、廃プラスチック類15㎥

紙くず30㎥、木くず10㎥、金属くず3.6㎥

ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず15㎥

がれき類15㎥、石綿含有廃棄物（廃プラ、ガラコン

陶磁器くず、がれき類）15㎥

保管高さ

汚泥1.8ｍ、廃プラスチック類2.5ｍ、紙くず2.5ｍ

木くず1.2ｍ、金属くず0.8ｍ

ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず2.5ｍ

がれき類2.5ｍ、石綿含有廃棄物（廃プラ、ガラコン

陶磁器くず、がれき類）2.5ｍ

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず

積替え保管無

産業廃棄物（石綿含有廃棄物を含む。また、自動

車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを

除く。）

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去

に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず

がれき類　以上14種類

積替え無

感染性産業廃棄物　　　以上1種類

汚泥（無機性に限る。）　以上1種類

一般貨物自動車
運送事業

宮運輸貨第80号 平成15年8月14日

労働者派遣事業
許可証

般04-300048
令和5年6月1日
令和10年5月31日

地下タンク等定期点検
事業者認定書

地(5)第04021号
平成31年3月1日
令和6年2月29日

浄化槽清掃業
栗原市(環)指令

第3565号

令和5年4月1日
令和7年3月31日

一般廃棄物収集運搬
業（浄化槽汚泥）

栗原市(環)指令

第3586号

令和5年4月1日
令和7年3月31日

建築物ねずみ昆虫等
防除業登録証明書

宮城県2ね第1号
令和5年8月4日
令和11年8月3日

浄化槽保守点検業者 宮11保守第157号
令和5年4月23日

令和8年4月22日

建築物飲料水貯水槽
清掃業登録証明書

宮城県2貯第5号
令和6年1月7日
令和12年1月6日

建築物排水管清掃業
登録証明書

宮城県16排第1号
令和4年3月2日
令和10年2月23日

一般廃棄物処理業
許可証

一関地区広域行政組合
指令一広一第12005号

令和4年4月1日
家庭系、事業系一般廃棄物

令和6年3月31日

建築物環境衛生総合
管理業登録証明書

宮城県16総第2号
令和4年3月2日
令和10年2月23日

一般廃棄物収集運搬
業許可証

栗原市（環）指令
第2249号

令和5年12月1日
可燃物・不燃物・粗大ごみ

令和7年11月30日

一般廃棄物処理業
許可証

登米市(登録）指令

第17号

令和5年4月1日
特定家庭用機器廃棄物の荷下ろし限定

令和7年3月31日

産業廃棄物処分業
許可証

00426000754
令和1年11月10日

中間処分－造粒固化（固定式及び移動式）
令和6年11月9日

事業範囲

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

00456000754
平成31年3月19日
令和6年3月18日

事業範囲

以上21種類

岩手県産業廃棄物
収集運搬業
〈優良認定〉

00300000754

令和4年2月19日

令和11年2月18日

事業範囲

宮城県産業廃棄物
収集運搬業
〈優良認定〉

00416000754

令和3年12月28日

令和10年12月27日

事業範囲

（積替え又は保管行為を含む）

繊維くず、動物性残さ、ゴムくず、金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん

石綿含有産業廃棄物（廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず

がれき類）、水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等・・・・取扱いのみ

登録・認定・許可業種一覧表

業　　　種 許　可　番　号
交　付　年　月　日

備　考
有　効　年　月　日
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№131　「土木製品Version1.19」

宮城県グリーン製品
認定証

第247号
令和4年10月1日 認定製品の名称　ユニ・ソイル
令和7年9月30日 用途　埋戻材

エコアクション21

認証登録
0012934

令和4年1月8日

令和6年1月7日

エコマーク商品認定証 20　131　002
令和2年7月27日 エコマーク商品類型
令和8年1月31日

古物商許可証 第221230000349号 平成19年12月20日

一般建設業 般-5第16996号
令和5年10月10日

令和10年10月9日

医療関連サービス
マーク認定証書

G(6)-2310041895
令和5年10月1日
令和8年9月30日

資格審査結果通知書
（全省庁統一）

役務64C
令和4年4月1日
令和7年3月31日

排水設備指定
工事店証

第138号
令和2年4月28日
令和7年3月31日

ISO9001認証登録 JSAQ1976
令和4年6月7日
令和7年6月17日

下水道処理施設維持
管理業者登録

(3)処31-713
平成31年4月1日
令和6年3月31日

指定給水装置工事
事業者証

指定第3号 平成19年5月22日

業　　　種 許　可　番　号
交　付　年　月　日

備　考
有　効　年　月　日
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機　　械

車　　　　　　　　　　両

番　号 処　理　能　力 台　　数

1 0.09㎥ 1台

2 0.28㎥ 1台

3 0.45㎥ 1台

4 0.5㎥ 2台

5 0.1㎥ 1台

6 2.5ｔ 1台

HITACHI
油　　　　圧　　　　シ　　　　ョ　　　　ベ　　　　ル

KOMATSU
フ　ォ　ー　ク　リ　フ　ト

重　　　　　　　　　機

クボタ
油　　　　圧　　　　シ　　　　ョ　　　　ベ　　　　ル

KOMATSU
油　　　　圧　　　　シ　　　　ョ　　　　ベ　　　　ル

KOMATSU
油　　　　圧　　　　シ　　　　ョ　　　　ベ　　　　ル

KOMATSU
油　　　　圧　　　　シ　　　　ョ　　　　ベ　　　　ル

番号 車　　　　　　種 最大積載量 排　ガ　ス　レ　ベ　ル

1 塵芥車　　　日野 2150　㎏ 平成10年規制適合車

2 塵芥車　　いすゞ 2150　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスＰＭ85％低減ディーゼル車☆☆☆☆

3 塵芥車　　いすゞ 2550　㎏ 平成10年規制適合車

4 塵芥車　　いすゞ 3050　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年規制適合車

5 塵芥車　　　三菱 4650　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合/排ガス10％低減車☆

6 塵芥車　　いすゞ 4650　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

7 塵芥車　　いすゞ 4900　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成22年規制適合車

8 塵芥車　　日産デ 6200　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスPM85％低減ディーゼル車☆☆☆☆

9 ダンプ　　いすゞ 2000　㎏ 平成10年規制適合車

10 深ダンプ　　いすゞ 9100 kg
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

11 深ダンプ　　UD 8600　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年基準適合/排出ガス10％低減車☆

12
脱着装置付コンテナ専用車
三菱

7700　㎏ 平成１年規制適合車

13
脱着装置付コンテナ専用車
いすゞ

7700　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年規制適合

14
脱着装置付コンテナ専用車
日産デ

8300　㎏ 平成11年規制適合車

15
強力吸引車（清掃車）
日野

2420　㎏ 平成17年基準適合/Nox・PM10％低減重量車

16
大型強力吸引車（清掃車）
UDト

7700　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年基準適合/排出ガス10％低減車☆

17
高圧洗浄車（清掃車）
いすゞ

2500　㎏ 平成１年規制適合車

18
高圧洗浄積載車（清掃車）
日野

3000　㎏ 昭和58年規制適合

19 糞尿車　いすゞ 3700　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合/排出ガス10％低減車☆

20 糞尿車　いすゞ 3000　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年騒音規制車

21 糞尿車　いすゞ 3700　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

22
ユニック付平ボディー車
三菱

3000　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合車

23
ユニック付平ボディー車
三菱

2900　㎏ 平成6年規制適合車

24 ウィング車　いすゞ 3150　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合車

25 ウィング車　日産デ 3000　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスPM75％低減ディーゼル車☆☆☆☆

26
アルミコンテナ車

三菱
2000　㎏ 平成10年規制適合車

27 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

28 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

29 軽ワゴン　ホンダ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

30 軽ワゴン  　日産 350　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

31 軽ワゴン　ホンダ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

32 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

33 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

34 軽トラック スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

35
営業車
トヨタ　ハイエース

1000　㎏ 平成15年規制適合車

36
営業車（清掃）
トヨタ　ハイエース

1000　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年規制適合車

37
営業車
スズキ　スペーシア

-
令和12年度燃費基準75％達成車
平成30年規制適合車/排出ガス50％低減車☆☆☆☆

38
キャブオーバ
日野

3750　㎏ 平成１年規制適合車

39
キャブオーバ
日産デ

3900　㎏ 平成10年規制適合車

40
キャブオーバ
いすゞ

1500　㎏ 平成10年規制適合車

41
高所作業車
いすゞ

400　㎏ 平成１年規制適合車

42
営業車
トヨタ　カムリ

- 令和2年度燃費基準140％達成車　平成27年度燃費基準20％向上達成車　　30年基準75％低減

43
営業車
トヨタ　アクア

-
令和2年度燃費基準150％向上達成車　平成27年度燃費基準20％向上達成車
平成17年基準適合/排出ガス75%低減車☆☆☆☆
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番号 車　　　　　　種 最大積載量 排　ガ　ス　レ　ベ　ル

1 塵芥車　　　日野 2150　㎏ 平成10年規制適合車

2 塵芥車　　いすゞ 2150　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスＰＭ85％低減ディーゼル車☆☆☆☆

3 塵芥車　　いすゞ 2550　㎏ 平成10年規制適合車

4 塵芥車　　いすゞ 3050　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年規制適合車

5 塵芥車　　　三菱 4650　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合/排ガス10％低減車☆

6 塵芥車　　いすゞ 4650　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

7 塵芥車　　いすゞ 4900　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成22年規制適合車

8 塵芥車　　日産デ 6200　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスPM85％低減ディーゼル車☆☆☆☆

9 ダンプ　　いすゞ 2000　㎏ 平成10年規制適合車

10 深ダンプ　　いすゞ 9100 kg
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

11 深ダンプ　　UD 8600　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年基準適合/排出ガス10％低減車☆

12
脱着装置付コンテナ専用車
三菱

7700　㎏ 平成１年規制適合車

13
脱着装置付コンテナ専用車
いすゞ

7700　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年規制適合

14
脱着装置付コンテナ専用車
日産デ

8300　㎏ 平成11年規制適合車

15
強力吸引車（清掃車）
日野

2420　㎏ 平成17年基準適合/Nox・PM10％低減重量車

16
大型強力吸引車（清掃車）
UDト

7700　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年基準適合/排出ガス10％低減車☆

17
高圧洗浄車（清掃車）
いすゞ

2500　㎏ 平成１年規制適合車

18
高圧洗浄積載車（清掃車）
日野

3000　㎏ 昭和58年規制適合

19 糞尿車　いすゞ 3700　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合/排出ガス10％低減車☆

20 糞尿車　いすゞ 3000　㎏
平成27年度燃費基準10％向上達成車
平成28年騒音規制車

21 糞尿車　いすゞ 3700　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成28年規制適合車

22
ユニック付平ボディー車
三菱

3000　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合車

23
ユニック付平ボディー車
三菱

2900　㎏ 平成6年規制適合車

24 ウィング車　いすゞ 3150　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成22年規制適合車

25 ウィング車　日産デ 3000　㎏ 平成12年基準適合/排出ガスPM75％低減ディーゼル車☆☆☆☆

26
アルミコンテナ車

三菱
2000　㎏ 平成10年規制適合車

27 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

28 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

29 軽ワゴン　ホンダ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

30 軽ワゴン  　日産 350　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

31 軽ワゴン　ホンダ 350　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

32 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

33 軽ワゴン　スズキ 350　㎏
平成27年度燃費基準5％向上達成車
平成19年基準適合/排出ガス75％低減車☆☆☆☆

34 軽トラック スズキ 350　㎏
平成22年度燃費基準達成車
平成19年規制適合車

35
営業車
トヨタ　ハイエース

1000　㎏ 平成15年規制適合車

36
営業車（清掃）
トヨタ　ハイエース

1000　㎏
平成27年度燃費基準達成車
平成21年規制適合車

37
営業車
スズキ　スペーシア

-
令和12年度燃費基準75％達成車
平成30年規制適合車/排出ガス50％低減車☆☆☆☆

38
キャブオーバ
日野

3750　㎏ 平成１年規制適合車

39
キャブオーバ
日産デ

3900　㎏ 平成10年規制適合車

40
キャブオーバ
いすゞ

1500　㎏ 平成10年規制適合車

41
高所作業車
いすゞ

400　㎏ 平成１年規制適合車

42
営業車
トヨタ　カムリ

- 令和2年度燃費基準140％達成車　平成27年度燃費基準20％向上達成車　　30年基準75％低減

43
営業車
トヨタ　アクア

-
令和2年度燃費基準150％向上達成車　平成27年度燃費基準20％向上達成車
平成17年基準適合/排出ガス75%低減車☆☆☆☆

25 ページ



　七十七銀行銀行様の「77SDGｓ支援サービス）におきまして、当社の活動が
“新たな価値創造目指す”とされる最高ランクの「プラチナSDGｓ」の評価を頂き、
SDGｓ宣言書を作成致しました。

SDGｓ宣言書
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